
山形県産業教育フェア商業専門部のイベント

第 63回山形県高等学校生徒商業研究発表大会

を次のとおり実施した。 

１．期 日  平成 30年 10月 25日（木）～ 

                26日（金） 

２．会 場  山形県立酒田光陵高等学校 

３．目 的  大会をとおして、中学生をはじめ 

       保護者や企業関係者等に対して、 

       商業教育を広くＰＲし県民に商業 

       教育の現状を理解してもらう。 

４．参加者  ５校 31名 

５．審査員  ５名 

   審査委員長 山形県教育庁高校教育課 

          主任指導主事 

               吉田 武史 氏 

   審査委員  山形県高等学校産業教育連盟 

          商業専門部 部長 

               井関 滋夫 氏 

         山形県商業教育研究会 会長 

               海野 耕二 氏 

         日本西海岸計画 代表理事 

               池田 友喜 氏 

         (株)ﾌﾟﾚｽﾃｰｼﾞ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

          山形 BPO ｶﾞｰﾃﾞﾝ IT統括部 

               佐藤 将吾 氏 

６．大会成績・発表校・発表テーマ 

   最優秀校 山形市立商業高等学校 

     ナゾ（謎）ノミクス 

      ～12分で分かる行動経済学～ 

   優秀賞  山形県立村山産業高等学校 

     人的資源の導入で地域の新しい光を 

     探せ！ 

      ～仙山連携型観光による地域 

       活性化プランの創造について～ 

   優良賞  山形県立米沢商業高等学校 

     ふるさとの未来 

      ～ふるさと納税についての研究～ 

   優良賞  山形県立上山明新館高等学校 

     かみのやまコラボレーション 

      ～私たちが取組む地域活性化活動～ 

   優良賞  山形県立新庄南高等学校 

     自撮り交通 

  ※ 最優秀校・優秀校は、平成 31年開催の 

    東北大会（山形県開催）に出場する。 

    なお、得点上位の優良校（山形県立米沢 

    商業高等学校）を東北大会出場の補欠校 

    とする。 

 県大会８年連続最優秀賞受賞を果たした、山形

市立商業高等学校。その快進撃は県大会だけでは

留まらずに、全国大会の出場権をかけた東北大会

で３連覇を達成。さらには、11 月 22 日静岡県で

開催された全国大会でも、現行の制度においては

大会史上初２年連続最優秀賞（文部科学大臣賞・

産業教育振興中央会賞）を受賞した。 

 東北地区のレベルおよび本県におけるレベルも

年々高まっており「本県を征するは全国も征する」

という強い勢いが感じる大会となってきている。 

 商業を学び、研究し、そしてその成果をプレゼ

ンテーションにて公開する場として、今後も大会

運営に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

（全国大会２連覇 山形市立商業高等学校） 

平成３０年度 「商業」専門部イベント報告 


